
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも、プリンタ、デジタルカメラおよび信号タイプの異なるビデオ機器を接続可能
であって、ビデオ機器から入力する映像信号から輝度信号および色差信号を生成すると共
に映像信号の同期信号を取り出し、該輝度信号と色差信号をデジタルデータに変換する映
像信号処理部と、データ処理部と、画像データから映像信号を復元してビデオモニターに
表示する表示処理部と、入出力制御部からの切換制御信号によりデータ転送方向を切換え
るデータ転送方向切換部と、入出力制御部と、データ処理部に対し指示信号を与える指示
信号入力部と、を備え、
ビデオモードでは映像信号処理部からの１フレーム分の映像データを画像データとしてメ
モリーに取込み、デジタルカメラモードではデジタルカメラのメモリーに格納されている
画像データを受信してメモリーに取込み、メモリーに取込まれた画像データを色変換して
カラー印刷データとして出力するダイレクトプリントアダプタであって、
同期信号の有無を基に現在の入力映像信号の信号タイプを判定する入力映像信号判定回路
と、
前記カラー印刷データの印刷出力中は、入力映像信号判定回路の判定結果により現在の入
力映像信号の入力端子とビデオモニターの間をつないで該入力信号をビデオモニターに与
え、印刷終了時には前記入力端子と前記ビデオモニターの間の信号の流れを遮断する映像
出力信号切換回路と、を有することを特徴とするダイレクトプリントアダプタ。
【請求項２】
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請求項１に記載のダイレクトプリントアダプタにおいて、映像出力信号切換回路が、更に
、ビデオモードにおける印刷映像選択までの間、入力映像信号判定回路の判定結果により
現在の入力映像信号の入力端子とビデオモニターの間をつないで該入力信号をビデオモニ
ターに与え、印刷映像選択後には前記入力端子と前記ビデオモニターの間の信号の流れを
遮断することを特徴とするダイレクトプリントアダプタ。
【請求項３】
請求項１または２に記載のダイレクトプリントアダプタにおいて、信号タイプがセパレイ
トビデオ信号である場合、映像出力信号切換回路の出力側ラインを輝度信号とクロマ信号
を合成する合成回路に接続し、該合成回路の出力をビデオモニターに与えることを特徴と
するダイレクトプリントアダプタ。
【請求項４】
少なくとも、プリンタ、デジタルカメラおよび信号タイプの異なるビデオ機器を接続可能
であって、ビデオ機器から入力する映像信号から輝度信号および色差信号を生成すると共
に映像信号の同期信号を取り出し、該輝度信号と色差信号をデジタルデータに変換する映
像信号処理部と、データ処理部と、画像データから映像信号を復元してビデオモニターに
表示する表示処理部と、入出力制御部からの切換制御信号によりデータ転送方向を切換え
るデータ転送方向切換部と、入出力制御部と、データ処理部に対し指示信号を与える指示
信号入力部と、を備え、
ビデオモードでは映像信号処理部からの１フレーム分の映像データを画像データとしてメ
モリーに取込み、デジタルカメラモードではデジタルカメラのメモリーに格納されている
画像データを受信してメモリーに取込み、メモリーに取込まれた画像データを色変換して
カラー印刷データとして出力するダイレクトプリントアダプタであって、
ａ：ビデオモードでは、カラー印刷データの印刷開始情報を得て入力映像信号判定回路の
判定結果により映像出力信号切換回路を制御して、現在の入力映像信号の入力端子とビデ
オモニターの間をつないで該入力信号をビデオモニターに与え、印刷終了情報を得て前記
入力端子と前記ビデオモニターの間の信号の流れを遮断し、
ｂ：デジタルカメラモードでは、カラー印刷データの印刷開始情報を得て、次に印刷する
画像の選択或いは条件設定、若しくはデジタルカメラに対する条件設定を行なうよう、ビ
デオモニターへの処理選択画面或いは設定画面の表示を制御する、
並行動作制御手段を有することを特徴とするダイレクトプリントアダプタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はビデオ機器からの映像信号入力或いはデジタルカメラやメモリーカード等の記憶
媒体からのデジタル画像信号を入力してプリンタに直接出力するために用いるダイレクト
プリントアダプタに関する。
【０００２】
【従来の技術】
ビデオ映像やデジタルカメラで撮影した結果を印刷出力するために、パーソナルコンピュ
ータを用いて映像信号を画像信号に変換してモニターに表示し所望の画像を選んで印刷出
力する方法が近年用いられている。
【０００３】
この方法は、デジタルカメラが画像記録に固定メモリーを用いたタイプの場合はデジタル
カメラの出力端子とパーソナルコンピュータの入力信号端子をシリアルケーブルで接続し
画像信号（画像データ）をＲＳ２３２Ｃ等のインターフェイスを介してパーソナルコンピ
ュータに取込でから、カラー印刷出力処理を行なうものであり、デジタルカメラが画像記
録にメモリーカードを使うタイプの場合にはメモリーカードをパーソナルコンピュータに
接続されたメモリーカードリーダー（読取り装置）で読取ることによりパーソナルコンピ
ュータに取込んで伸張処理を施してから上述のカラー印刷出力処理を行なっている。
【０００４】
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【発明が解決しようとする課題】
パーソナルコンピュータを用いて映像や撮影結果をカラー印刷する場合にはパーソナルコ
ンピュータ自体の汎用性のため画像（または映像）印刷処理以外の多くのアプリケーショ
ンプログラムを備えているのが通常であり、これらのアプリケーションプログラムや画像
印刷処理に必要な色変換モジュール（例えば、プリンタドライバ）はＷｉｎｄｏｗｓやＭ
ＳーＤＯＳ（いずれもマイクロソフト社のパーソナルコンピュータ用ＯＳの商品名）等の
ＯＳの管理下で動作する。
【０００５】
従って、画像印刷処理を行なう場合には、使用者はＯＳで規定されたコマンド入力操作を
行なって印刷処理アプリケーションプログラムおよび色変換モジュール等をそれらが格納
されている格納装置（例えば、磁気ディスク）からパーソナルコンピュータの内部メモリ
ーに取込んで、実行可能状態にする必要があるが、コマンド入力や印刷処理アプリケーシ
ョンプログラムおよび色変換モジュールの取込に時間（いわゆる、オーバーヘッドタイム
）を要し、オーバーヘッドタイムは短くても数分間を要し、起動に時間がかかるという問
題点があった。
【０００６】
また、パーソナルコンピュータは普及が著しいとはいえ、実際に使いこなすにはまだ解決
すべき問題が多く、持っていても使いこなせない者が大多数であるとの指摘もあり、これ
らの者がデジタルカメラでの撮影結果を印刷するため画像（映像）の印刷処理用アプリケ
ーションプログラムやプリンタドライバを購入してインストールしようとしてもインスト
ール自体が困難であったり、コマンド入力の方法がわからないという不都合が生じかねな
いという問題点もある。
【０００７】
このような背景から、デジタルカメラが今後普及し一般家庭で通常用いられるようになる
ためには、撮影結果（写真）の印刷処理時の操作の簡易化とオーバーヘッドタイムをほぼ
ゼロとし電源スイッチオンで処理動作が起動される携帯可能なビデオ装置およびデジタル
カメラとプリンタに接続可能なアダプタの開発の要請があった。
【０００８】
このようなアダプタは操作の簡易化と迅速な起動が要請されることは上述したとおりであ
るが、一般家庭での利用にあたってはこのような単なるアダプタ本来の機能向上といった
課題ばかりでなく、印刷画像の選択のしやすさや、画像印刷中にアダプタに接続されてい
る機器等を有効に活用するといった使用者サイドに立った課題の解決も要請されている。
【０００９】
特に、後者の機器の活用については、例えば、アダプタが家庭で用いられる場合、映像や
写真の印刷のたびにアダプタをテレビやビデオおよびプリンタに接続し、印刷が終了した
なら取り外すといった使用形態より、むしろアダプタをテレビやビデオおよびプリンタに
接続したままにしておき、映像や写真の印刷の必要があった場合にスイッチの切換えで映
像や画像の印刷を行なうという使用形態の方が自然であることから、例えば、印刷中にも
ビデオ番組を視るといった、印刷中のビデオ機器の活用を含む、画像の印刷中にアダプタ
に接続されている機器の活用ができれば好適である。
【００１０】
本発明は上記従来の問題点の解消および要請の実現のためになされたものであり、映像信
号入力或いはデジタル画像信号を入力して高品質の画像をプリンタに直接出力でき、且つ
印刷動作中にビデオ機器への映像出力或いは画像選択処理を可能とするダイレクトプリン
トアダプタの提供を目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するために本発明のダイレクトプリントアダプタは、ビデオモードでは
映像信号処理部からの１フレーム分の映像データを画像データとしてメモリーに取込み、
デジタルカメラモードではデジタルカメラのメモリーに格納されている画像データを受信
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してメモリーに取込み、メモリーに取込まれた画像データを色変換してカラー印刷データ
として出力するダイレクトプリントアダプタであって、同期信号の有無を基に現在の入力
映像信号の信号タイプを判定する入力映像信号判定回路と、カラー印刷データの印刷出力
中は、入力映像信号判定回路の判定結果により現在の入力映像信号の入力端子とビデオモ
ニターの間をつないで該入力信号をビデオモニターに与え、印刷終了時には入力端子とビ
デオモニターの間の信号の流れを遮断する映像出力信号切換回路と、を有することを特徴
とする。
【００１２】
また、望ましい実施例では、映像出力信号切換回路が、更に、ビデオモードにおける印刷
映像選択までの間、入力映像信号判定回路の判定結果により現在の入力映像信号の入力端
子とビデオモニターの間をつないで該入力信号をビデオモニターに与え、印刷映像選択後
には前記入力端子と前記ビデオモニターの間の信号の流れを遮断するよう構成し、更に、
信号タイプがセパレイト信号である入力信号の映像出力信号切換回路の出力側ラインを輝
度信号とクロマ信号を合成する合成回路に接続し、該合成回路の出力をビデオモニターに
与えるよう構成することが望ましい。
【００１３】
更に、本発明のダイレクトプリントアダプタは、ビデオモードでは映像信号処理部からの
１フレーム分の映像データを画像データとしてメモリーに取込み、デジタルカメラモード
ではデジタルカメラのメモリーに格納されている画像データを受信してメモリーに取込み
、メモリーに取込まれた画像データを色変換してカラー印刷データとして出力するダイレ
クトプリントアダプタであって、ａ：ビデオモードでは、カラー印刷データの印刷開始情
報を得て入力映像信号判定回路の判定結果により映像出力信号切換回路を制御して、現在
の入力映像信号の入力端子とビデオモニターの間をつないで該入力信号をビデオモニター
に与え、印刷終了情報を得て前記入力端子と前記ビデオモニターの間の信号の流れを遮断
し、ｂ：デジタルカメラモードでは、カラー印刷データの印刷開始情報を得て、次に印刷
する画像の選択或いは条件設定、若しくはデジタルカメラに対する条件設定を行なうよう
、ビデオモニターへの処理選択画面或いは設定画面の表示を制御する、
並行動作制御手段を有することを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】
図１は本発明のダイレクトプリントアダプタの構成例を示すブロック図であり、ダイレク
トプリントアダプタ１０は、映像信号処理部１１、データ転送方向切換部１２、入出力制
御部１３、デジタルデータ処理部１４、表示処理部１５、出力映像信号切換部１６、操作
部１７、および図示しないがシリアルインターフェイス、パラレルインターフェイスおよ
び電源部から構成されている（更に、メモリーカードインターフェイスを設けてもよい）
。また、映像信号処理部１１の前段に図４に示すような入力映像信号自動判定回路１９を
設けて、コンポジットビデオ信号とＳビデオ信号を自動的に判別するよう構成することが
望ましい。
【００１５】
なお、出力映像信号切換部１６は本発明のダイレクトプリントアダプタ（以下、アダプタ
本体と記す）１０の特徴的構成であり、図２に示すような構成の出力映像信号切換回路か
らなり、プリンタによる印刷出力中の並行動作を可能にする（後述）。
【００１６】
また、アダプタ本体１０には入力機器として、ビデオ機器３１，３２、デジタルカメラ４
０が、出力機器としてビデオモニタ５０およびプリンタ６０がケーブルを介して接続可能
であり、電源補充用にＡ／Ｃアダプタ７０が接続する。なお、ビデオモニタ５０として家
庭用テレビ装置を用いることができる。
【００１７】
なお、ここでいうビデオ機器はデジタルＶＣＲ、ＴＶゲーム機、ＶＴＲ、ＶＣＲ等のビデ
オ信号出力可能な機器をいい、ビデオ機器３１はＮＴＳＣコンポジットビデオを、ビデオ
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機器３２はＮＴＳＣセパレイトビデオ（Ｓビデオ）を意味し、ビデオモニタ５０にはコン
ポジット信号用入力端子が備えられている。また、接続するプリンタ６０はカラー印刷可
能なプリンタであり、高品質なカラー画像の再現印刷が可能な濃・淡カラープリンタであ
ることが望ましい。
【００１８】
＜処理モード＞
アダプタ本体１０は、デジタルカメラ４０からの画像データのメモリー１４２（図５）へ
の取込，画像選択および選択画像のプリンタへの出力等を行なうデジタルカメラモード（
図９（ｂ））とビデオ機器３１，３２からの映像データのメモリー１４２への取込や表示
とプリンタ６０への出力を行なうビデオモード（図９（ｃ））を有しており、モード選択
画面（図９（ａ））上で操作パネル８０（図８）の設定スイッチ８４の操作により選択で
きる（実施例参照）。
【００１９】
また、プリンタによる画像印刷中にビデオモニターを用いて他のテレビ番組やビデオ番組
を視たり、ビデオモニタ５０上で次に印刷する画像の選択処理を行ない得る並行動作モー
ドを有している。
【００２０】
＜入力映像信号処理＞
映像信号処理部１１は、コンポジットビデオ機器３１およびＳビデオ機器３２からの映像
信号を入力しフロントエンドを経て、クロマ信号について色変換処理を行ないＵ信号（Ｒ
ーＹ）とＶ信号（ＢーＹ）の２つの色差信号に変換するとともに、輝度信号Ｙから複合同
期信号を分離し、これらＹ，Ｕ，Ｖ信号をＡ／Ｄ変換してデジタル信号とする。なお、入
力映像信号がコンポジットビデオ機器３１の出力（すなわち、コンポジット信号）の場合
は輝度信号Ｙとクロマ信号に分離したあと色変換以降の処理が施される。
【００２１】
また、映像信号処理部１１は上述の複合同期信号と入出力制御部１３からのタイミング信
号に基づいてドットロック（本実施例ではデータ量の多い輝度信号Ｙに対しては１３．５
ＭＨｚ、Ｕ，Ｖ信号に対しては１／２の６．２５ＭＨｚ）を生成し、入出力制御部１３に
帰還させる。
【００２２】
＜映像信号入力系，メモリー，表示系の間の信号方向切換＞
データ転送方向切換部１２は、映像系（以下、ビデオ機器３１または３２、映像信号処理
部１１を含む系をいう）の出力である映像データをデジタルデータ処理部１４のメモリー
１４２（図５）に取込む場合やメモリー１４２の信号を表示系（以下、表示処理部１５お
よびビデオモニタ５０を含む系をいう）に与える場合に必要な信号方向の切換え、および
映像系のタイミングとデジタルデータ処理部１４のＣＰＵ１４１のサイクルタイムが異な
ることから両者の時間差を吸収しタイミングを一致させるために設けられている。
【００２３】
データ転送方向切換部１２は、映像系から１フレーム分の映像データをメモリー１４２に
取込む場合には映像信号処理部１１でＡ／Ｄ変換されたデジタル信号（すなわち、映像デ
ータ）を一旦データ転送方向切換部１２内に取込み、入出力制御部１３からのタイミング
信号により取込んだ映像データをデジタルデータ処理部１４の方向に流れるように転送方
向を切換える。これにより、映像データはデジタルデータ処理部１４のメモリー１４２に
ＤＭＡ転送され、メモリー１４２に画像データとして取込まれる。
【００２４】
また、データ転送方向切換部１２は、メモリー１４２から１フレーム分の画像データ（デ
ジタルカメラ４０で作成されるＹ，Ｕ，Ｖ形式の画像データ（デジタルデータ）をいう、
以下同じ）やメニューデータおよびカーソル或いは表示枠のような選択位置データ等を表
示処理部１５に転送する場合には、メモリー１４２からＤＭＡ転送される画像データをデ
ータ転送方向切換部１２に一旦取込み、入出力制御部１３からのタイミング信号により取
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込んだ映像データを表示処理部１５の方向に流れるように転送方向を切換える。
【００２５】
なお、データ転送方向切換部１２は、実施例では、ＦＩＦＯの前段および後段にスイッチ
を設けた回路で構成し、スイッチの切換えでデータ方向を切換えるように構成されている
が、これに限られることなく映像データを一時的に保持し入力順に出力可能な構成（先入
先出可能な構成）を有するものであればよく、例えば、データ転送方向切換部１２の構成
要素としてデュアル・ポート・ラム（ Dual
port RAM）のような双方向メモリーを用いることができる。
【００２６】
＜入出力制御＞
入出力制御部１３は論理回路で構成され、映像信号処理部１１、データ転送方向切換部１
２および表示処理部１５に対して与えるタイミング信号（同期信号）を生成すると共にＤ
ＭＡ転送のタイミングを生成しＣＰＵ１４１に与える。また、プリンタ６０に対するデジ
タルデータ処理部１４からの印刷用出力データ等の出力制御を行なう。
【００２７】
＜デジタルデータ処理＞
デジタルデータ処理部１４は、図５に示すように、ＭＰＵで構成されＣＰＵ１４１のデー
タバスに接続するメモリー１４２およびＰＲＯＭ１４３から構成されている。
【００２８】
デジタルデータ処理部１４は操作部１７からの指示信号或いは入出力制御部１３からの信
号を受けて、データ転送方向切換部１２を介しての映像系画像データのメモリー１４２へ
の取込や、メモリー１４２に格納されている画像データ及びメニューデータのデータ転送
方向切換部１２を介しての表示系への転送、シリアルインターフェイス１４５或いはメモ
リーカードインターフェイス１４６を介してのデジタルカメラ４０からの画像データの取
込および伸張処理やデジタルカメラ４０に対する設定条件の設定／変更、メモリー１４２
に格納されている画像データをカラー印刷用データに変換するための色変換処理、入出力
制御部１３の制御に基づく色変換処理後の印刷用データのパラレルインターフェイス１４
５を介してのプリンタ６０への転送、操作部１７からの操作信号入力に基づく表示制御、
処理モードの指定に基づくメニュー画面、設定画面、警告画面等の表示制御、プリント実
行時の並行動作制御等を行なう。
【００２９】
メモリー１４２はＣＰＵ１４１のＤＭＡによりアクセスされ、映像系の画像データまたは
デジタルカメラ４０からの画像データの取込または読み出しが行なわれ、さらに、メニュ
ーデータや操作部１７からの操作入力信号（コマンド）および設定データが格納され、ま
た、色変換処理用の作業領域等としても用いられる。なお、実施例ではメモリー１４２と
して１６ＭビットのＤーＲＡＭ（ Dynamic RAM）が用いられている。
【００３０】
ＰＲＯＭ１４３にはデータ処理モジュール１００（図６）、メニューデータ等の画面表示
データ（図９，図１０）、および初期データ等が格納されている。なお、実施例ではＰＲ
ＯＭ１４３として４ＭビットのフラッシュＲＯＭ（ Flush ROM）を用いている。
【００３１】
＜画像データの表示＞
表示処理部１５は、図３に示すようにＤ／Ａコンバータ１５１および合成回路１５２，１
５３から構成され、Ｄ／Ａコンバータはデータ転送方向切換部１２からの画像データ（Ｙ
’，Ｕ’，Ｖ’（デジタル信号））を輝度信号Ｙと色差信号Ｕ，Ｖ（アナログ信号）に変
換し、合成回路１５２で輝度信号Ｙと複合同期信号を合成すると共に合成回路１５３でＵ
，Ｖ信号を合成してクロマ信号を得てＳビデオ用信号Ｓを得る。なお、コンポジットビデ
オ用入力端子を持つモニターテレビ５０用には、更に、合成回路１５４で合成回路１５２
と合成回路１５３の出力を合成してコンポジットビデオ用信号Ｃを出力するように構成す
る。
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【００３２】
表示処理部１５は上記構成により得られたＳビデオ信号またはコンポジットビデオ信号を
ビデオモニタ５０に出力する。
【００３３】
なお、実施例ではコンポジット信号用端子のみをアダプタ本体１０の表示用の出力端子と
して設けているが、Ｓビデオ信号用出力端子とコンポジット信号用出力端子を設けてもよ
く、この場合には、更に、スイッチ１５５，１５６を設けてデジタルデータ処理部１４に
より、図４に示す入力映像信号自動判定回路１９の判定結果を用いて映像信号を入力して
いるビデオ機器の信号タイプに対応するスイッチをオンにし、判定された信号タイプの出
力端子を介して表示データを出力するよう構成することが望ましい。あるいは、Ｓビデオ
信号用出力端子とコンポジットビデオ信号用出力端子の両方に表示データを同時に出力し
てもよい。
【００３４】
＜出力映像信号切換部＞
出力映像信号切換部１６は画像印刷処理中にビデオ機器３１または３２からの入力映像信
号を映像信号処理部１１およびデータ転送方向切換え部１２をバイパスしてビデオモニタ
ー６０に直接表示するためのスイッチ回路であり、その一例を図２に示す。
【００３５】
図２で、出力映像信号切換回路１６は１対のスイッチ１６１，１６２から構成されており
、スイッチ１６１，１６２は図４に示す入力映像信号自動判定回路１９の判定結果に基づ
いて、デジタルデータ処理部１４によりプリンタ６０のプリント動作開始時にオン／オフ
制御される。
【００３６】
なお、アダプタ本体１０の起動時はスイッチ１６１，１６２は全てオフとされている。ま
た、スイッチ１６１，１６２のプリンタ６０のプリント動作開始時のオン／オフ制御を入
出力制御部１３からの制御信号により行なうよう構成してもよい。
【００３７】
また、ビデオ映像が動画の場合はデータ転送方向切換部１２を介してメモリー１４２に取
込んでからデータ転送方向切換部１２を介して表示処理部１５に転送するよりも、ビデオ
機器３１または３２から直接的にビデオモニター５０に映像を表示し、所望の映像につい
て、操作パネル８０上のスイッチ操作で映像信号処理部１１からの映像データをデータ転
送方向切換部１２を介してメモリー１４２に静止画像データとして取込んでから、その画
像データをデータ転送方向切換部１２を介して表示処理部１５に転送し、ビデオモニター
５０に静止画像として表示することが望ましい。
【００３８】
このために、映像選択処理の場合にも入力映像信号自動判定回路１９の判定結果に基づい
て、スイッチ１６１，１６２をオン／オフ制御するよう構成することが望ましい。この場
合、映像選択処理終了後はスイッチ１６１，１６２をオフする。
【００３９】
＜印刷出力中の並行動作＞
（１）　ビデオモードにおけるプリント動作中の映像出力
処理モードがビデオモードの場合に、ビデオ機器３１或いは３２からの入力映像信号が入
力映像信号自動判定回路１９に入力すると入力映像信号自動判定回路１９はその信号がビ
デオ機器３１または３２のどちらから入力したか（すなわち、信号タイプ）を判定して信
号フラグに対応の値をセットするので、デジタルデータ処理部１４はプリンタ６０のプリ
ント動作開始時を知ったとき、信号フラグの値を調べ、その値に応じてスイッチ１６１，
１６２をオン／オフ制御することができる。
【００４０】
すなわち、信号フラグの値がＳビデオ信号を意味するならスイッチ１６１をオフ、スイッ
チ１６２をオンとし、フラグの値がコンポジットビデオ信号を意味するならスイッチ１６
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２をオフ、スイッチ１６１をオンとする。
【００４１】
したがって、使用者はビデオモードの場合はプリンタによるカラー印刷中の空き時間にビ
デオモニタ５０でビデオ番組を視たり、次に印刷する映像を選ぶことができる。
【００４２】
なお、印刷が終了するとデータ処理部１４はスイッチ１６１，１６２をオフとして、ビデ
オ機器３１或いは３２とビデオモニター５０の間の直接的な信号の流通を遮断する。次い
で、映像信号処理部１１がビデオ機器３１，或いは３２からの入力映像信号の処理を開始
する。
【００４３】
（２）　画像表示および画像選択等
プリンタ６０による画像印刷のための前処理としてデジタルデータ処理部１４でプリンタ
ドライバによる色変換等の画像データ処理の実行がなされるが、その間はデジタルデータ
処理部１４はその処理を優先するので表示用のＤＭＡ転送は行なわない。しかし、入出力
制御部からの表示制御信号は動作しているのでデータ転送方向切換部１２に取込んだデー
タを繰返し表示処理部１５に転送し、ビデオモニター５０に静止画像として表示し続ける
。
【００４４】
この動作はプリンタ６０による印刷出力開始後も同様であるが、プリンタ６０の印刷動作
は入出力制御部１３およびプリンタ６０側のプリンタコントローラによって制御されるの
で、その間はＣＰＵ１４１を別の制御に使うことができる。すなわち、プリンタ６０の印
刷動作中は並行動作が可能である。
【００４５】
ここで、デジタルデータ処理部１４のメモリーとして数フレーム分の画像データを格納可
能な大容量のメモリーを用いることにより、メニューデータおよび選択位置データをデー
タ転送方向切換部１２に送り、選択画面や設定画面の表示を行なうと共に、操作パネル８
０のスイッチを操作してメニュー選択を行なうことができ、プリンタ６０による印刷出力
中に、選択画面から次に印刷する映像や画像（写真）を選んだり、設定画面からサイズ等
の印刷条件を設定したりできる。
【００４６】
（３）　デジタルカメラの条件設定／変更
また、プリンタ６０の印刷出力中の並行動作として、ビデオモニター５０上に表示された
設定画面を参照しながら操作パネル８０上のスイッチを操作してデジタルカメラ１６に対
しデジタルカメラ４０の設定条件（日付、パワーオフ時間等）の設定、変更を行なうこと
もできる（図１０（ｂ）参照）。
【００４７】
＜操作部＞
操作部１７は図８に示すような操作パネル８０から操作信号を受取り、指示信号（デジタ
ル信号）に変換してデジタルデータ処理部１４に与える。
【００４８】
操作信号としては、例えば、操作パネル８０の設定スイッチ８４の押し下げによるメニュ
ー画面起動／選択信号、設定内容変更スイッチ８５の操作による設定変更信号、印刷スイ
ッチ８７の押し下げによる印刷開始／終了指示信号、表示切換えスイッチ８８の押し下げ
によるモニタ画面の表示切換え指示信号、メモリースイッチ８９の押し下げによりメモリ
ー１４２に画像を取込む指示信号等がある。
【００４９】
なお、デジタルデータ処理部１４は操作部１７に対して操作指示に対する応答信号を送り
、操作パネル上に表示させることができる（例えば、操作パネル８０を例にすると、ＬＥ
Ｄ８３の点灯による操作エラー表示や、ＬＥＤ８６の点灯による印刷可能表示等）。
【００５０】
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＜入力映像信号自動判定回路＞
図４は入力映像信号自動判定回路１９の一構成例を示すブロック図である。
【００５１】
信号入力判定回路１９１は、同期信号分離部１１１で分離された入力映像信号の同期信号
ａを検出して検出信号ｂを出力し、入力映像信号判定部１９２は検出信号ｂを受け取ると
、スイッチ１９３をオフとして次の検出信号ｂの有無を調べ、検出信号ｂがある場合には
、信号判別フラグの値を’セパレイト信号’に対応させると共に、スイッチ１９５をオフ
として判定動作を終了する。検出信号ｂがなかった場合にはスイッチ１９３をオンとする
と共に、スイッチ１９４をオフとして次の検出信号ｂの有無を調べる。検出信号ｂが出力
されている場合には、信号判別フラグの値を’コンポジット信号’に対応させると共に、
スイッチ１９５をオフとして判定動作を終了する。検出信号ｂがなかった場合には、スイ
ッチ１９４をオンとして次の検出信号ｂを待つ。
【００５２】
これにより、データ処理部１４は入力映像信号がどの信号タイプかを判定することができ
、判定結果により後段の処理を切換えることができる。なお、アダプタ本体１０の起動時
にはスイッチ１９３，１９４，１９５はオンとされている。
【００５３】
＜デジタルカメラからの画像データ入力＞
デジタルカメラ４０の撮影結果はカメラの固定メモリー或いはメモリーカードのような取
外し可能なメモリーに輝度Ｙ，色差信号Ｕ，Ｖからなるデジタル画像データとして記憶さ
れている。
【００５４】
撮影結果を固定メモリーに記憶するタイプのデジタルカメラはアダプタ本体１０とケーブ
ルで接続可能であり、固定メモリー上の画像データはデジタルカメラモード（後述）の場
合にＲＳ２３２Ｃ等のシリアルインターフェイスを介してデータ処理部１４のメモリー１
４２に格納される。
【００５５】
一方、メモリーカードのような取り出し可能なメモリー上の画像データは図示しないメモ
リーカード読取装置（図示せず）によって読取られメモリーカードインターフェイスを介
してデジタルデータ処理部１４のメモリー１４２に格納される。なお、デジタルカメラ４
０で得られた画像データは通常メモリー容量を節約するため圧縮されているが、このよう
な場合にはデジタルデータ処理部１４は受け取った圧縮データに伸張処理を施して復元し
、メモリー１４２の画像データ用領域に格納する。
【００５６】
ビデオモニタ５０は、表示処理部１５からの画像データ、選択画面（図９）、設定画面（
図１０（ｂ））、警告画面（図１０（ｃ））、メニューデータおよび画面上への選択位置
識別表示（例えば、カーソルや特殊な表示枠）等を行なう。
【００５７】
プリンタ６０はアダプタ本体１０からの各データを受信して印刷処理を行なう。　プリン
タ６０への出力制御は入出力制御部１３で行なわれる。入出力制御部１３はデジタルデー
タ処理部１４からのビットマップデータおよび描画制御データのパラレルインターフェイ
スを介してのプリンタ６０への送信タイミングを制御する。
【００５８】
電源部（図示せず）は電源がオンにされると、ＡＣアダプタ７０から電源の供給を受け、
そこから電源を本体１の各回路に供給する。
【００５９】
＜データ処理モジュール＞
図６はデジタルデータ処理部１４による処理を実行するためのデータ処理モジュールの構
成を示すブロック図であり、データ処理モジュール１００を構成する各プログラムはＰＲ
ＯＭ１４３に格納されている。なお、本実施の形態ではデータ処理モジュール１００はプ
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ログラム群で構成しているがファームウエアとして構成してもよい。
【００６０】
図６で、データ処理モジュール１００は、制御プログラム１０１、並行動作制御プログラ
ム１０２、画面表示プログラム１０３、処理選択プログラム１０４、処理プログラム群１
０５および印刷用データ処理モジュール１０６を有している。また、処理選択プログラム
１０４はデジタルカメラモード処理選択プログラム１０８およびビデオモード処理選択プ
ログラム１０９から構成されている。
【００６１】
制御プログラム１０１は操作部１７からの指示信号を受取り、アダプタ本体１０が指示信
号に対応する動作を行なうように制御信号を入出力制御部１３やメモリー１４２に送り、
また、ＰＲＯＭ１４３からその実行に必要なプログラムを取り出してＣＰＵ１４１による
実行および制御を可能とする（実施例参照）。
【００６２】
並行動作制御プログラム１０２は、ビデオモードの場合にはＣＰＵ１４２が操作部１７か
らの印刷開始指示信号を受け取ると信号フラグの値を調べ、その内容に応じて出力映像信
号切換部１６のスイッチ１６１，１６７をオン／オフ制御してビデオ機器３１或いは３２
からの入力映像信号をビデオモニター５０側にバイパスする。これにより印刷中にビデオ
番組を見ることができ、また、所望の映像の選択を行なうことができる。この場合、印刷
が終了すると、スイッチ１６１，１６２を同時にオフにすると共に、スイッチ１９３，１
９４をオフとしてビデオ機器３１或いは３２からの入力映像信号のビデオモニター５０側
への直接的な流れを遮断し、次いで、映像信号処理部１１がビデオ機器３１，或いは３２
からの入力映像信号の処理を開始させる。
【００６３】
また、デジタルカメラモードの場合に並行動作制御プログラム１０２は、処理選択プログ
ラム１０４に制御を渡して、印刷中にビデオモニターに表示されているインデックス表示
画面（図１０（ａ））からの画像選択処理を行なわせる。
【００６４】
これは、前述したようにプリンタ６０による印刷中はデジタルデータ処理部１４は印刷用
データの転送を優先し表示用の画像データのＤＭＡ転送は行なわないが、入出力制御部か
らの表示制御信号は動作しているのでデータ転送方向切換部１２に取込んだデータを繰返
し表示処理部１５に転送し、ビデオモニター５０に静止画像として表示され続けており、
また、プリンタ６０の印刷動作は入出力制御部１３およびプリンタ６０側のプリンタコン
トローラによって制御されるので、その間はＣＰＵ１４１を別の制御に使うことができる
。すなわち、プリンタ６０の印刷動作中は並行動作が可能であることによる。
【００６５】
これにより、画像印刷中もデジタルデータ処理部１４はメニューデータおよび選択位置デ
ータをデータ表示転送方向切換部１２に送り、処理選択プログラム１０４による画像デー
タの選択や画面表示プログラム１０３による選択画面の表示行なうと共に、操作パネル８
０のスイッチを操作してメニュー選択を行なうことができ、プリンタ６０による印刷出力
中に、インデックス画面から次に印刷する画像（写真）を選んだり、設定画面から印刷サ
イズ等の印刷条件を設定したりできる。
【００６６】
また、プリンタ６０の印刷出力中の並行動作として、ビデオモニター５０上に表示された
設定画面を参照しながら操作パネル８０上のスイッチを操作してデジタルカメラ１６に対
しデジタルカメラ４０の設定条件（日付、パワーオフ時間等）の設定、変更を行なうこと
もできる（図１０（ｂ）参照）。
【００６７】
画面表示プログラム１０３は、ビデオモニター５０上に表示するモード選択画面（図９（
ａ））、デジタルカメラモード処理選択画面（図９（ｂ））、ビデオモード処理選択画面
（図９（ｃ））、条件設定画面（図１０（ｂ））および警告画面（図１０（ｃ））や、各
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メニューおよび表示パネル８０のボタン操作で表示切換した各画面をメモリー１４２から
取り出してＤＭＡ転送命令要求をＣＰＵ１４１に渡す。
【００６８】
処理選択プログラム１０４は、各画面上のメニューに指定された選択情報或いはカーソル
や表示枠などの選択位置情報があった場合に、位置のメニューの意味を判定し、判定結果
を制御プログラム１０１或いは並行動作制御グラム１０２に引渡す。例えば、本実施例で
は図９（ａ）に示すモード選択画面でモード指定を行なう際は、操作パネル８０上のキー
８５のアイコン［＜］を押せばビデオモード、アイコン［＞］を押せばデジタルカメラモ
ードと規定してあるので、使用者がアイコン［＞］を押すとその指示信号が操作部１７を
介してＣＰＵ１４１に与えられ、処理選択プログラム１０４を実行中のＣＰＵ１４１は使
用者の選択がデジタルカメラモードを選択したことを知ることができる。この判定に基づ
いてＣＰＵ１４１は次の処理に移行することができる（図７参照）。
【００６９】
デジタルカメラモード処理選択プログラム１０８は、図９（ｂ）のデジタルカメラモード
の設定メニュー画面に表示されているような処理の選択を行なうことができる。デジタル
カメラモードで実行可能な処理は、
（１）　印刷用紙サイズや種類等の条件を設定する印刷条件設定処理、
（２）　デジタルカメラ側の条件を設定或いは変更するデジタルカメラ条件設定処理、
（３）　サムネイル（ベタ焼印刷）や焼増し印刷等のデジタルカメラ特殊印刷条件設定処
理、
（４）　ビデオモードへの移行、
であり、使用者は図９（ｂ）のメニューを見ながら操作パネル８０の設定スイッチ８２を
押して項目を選択し、キー８５のアイコン［＞］を押して選択項目実行の確認を行なうと
、画面表示プログラム１０３により対応のメニュー画面が表示されるので、使用者は更に
表示されたメニュー画面のメニューを見て操作パネル８０上のスイッチを操作することに
より、所望の処理を選択して実行することができる。なお、上記（１），（２），（３）
の処理の実行にはそれぞれ対応の処理プログラムが備えられている。また、（４）の処理
についてはビデオモード処理選択プログラム１０９で行なう。
【００７０】
ビデオモード処理選択プログラム１０９は、図９（ｃ）のビデオモードの設定メニュー画
面に表示されているような処理の選択を行なうことができる。ビデオモードで実行可能な
処理は、
（１）　印刷用紙サイズや種類等の条件を設定する印刷条件設定処理、
（２）　映像取込範囲の設定、種類等の設定処理、
（３）　デジタルカメラモードへの移行、
であり、使用者は図９（ｃ）のメニューを見ながら操作パネル８０の設定スイッチ８５を
押して項目を選択してから、キー８５のアイコン［＞］を押して選択項目実行の確認を行
なうと、画面表示プログラム１０１により対応のメニュー画面が表示され、使用者は更に
表示されたメニュー画面のメニューを見て操作パネル８０上のスイッチを操作することに
より、所望の処理を選択して実行することができる。なお、上記（１），（２）の処理の
実行にはそれぞれ対応の処理プログラムが備えられている。また、（３）についてはデジ
タルカメラモード処理選択プログラム１０８で行なう。
【００７１】
処理プログラム群１０５は各選択メニューで選択された処理の実行に必要な手順からなる
処理プログラムであり、選択された処理に対応して備えられている。
【００７２】
印刷用データ処理モジュール１０６は、デジタルカメラから取込まれた圧縮画像データを
伸張するデータ伸張プログラム、画素補間プログラムおよび色変換処理を行なうプリンタ
ドライバから構成されており、メモリー１４２に取込まれた画像データを印刷用データに
変換して出力する。
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【００７３】
【実施例】
アダプタ本体１０の一実施例について以下により説明する。
【００７４】
アダプタ本体１０は操作パネル基板、メイン基板、およびＡＣアダプタを幅２４０～２５
０ｍｍ，高さ５０ｍｍ，奥行１４０～１６０ｍｍ程度の外形の箱型筐体に収容してなり、
筐体の上面前部には図８に示すような操作パネル８０が設けられ、筐体後部には端子部（
図示せず）が設けられている。
【００７５】
操作パネル８０には電源が投入された場合に点灯する電源表示ＬＥＤ８１，アダプタ本体
１０の電源投入スイッチ８２，エラー表示ＬＥＤ８３，ビデオ画面を用いて諸設定を行な
うメニュー画面を起動するためのメニュー画面起動用スイッチ８４，メニュー画面での設
定内容変更スイッチ８５，印刷表示ＬＥＤ８６，印刷スイッチ８７，ビデオモニタに表示
する画像をモードによって切換える表示切換スイッチ８８およびメモリー１４２に画像デ
ータを取込むためのメモリースイッチ８９等が設けられている。
【００７６】
また、端子部にはプリンタ用出力端子、デジタルカメラ用入力出力端子、コンポジットビ
デオモニタ用出力端子、コンポジットビデオ用入力端子、Ｓビデオ用入力端子、電源入力
端子等が備えられている。
【００７７】
図７は、アダプタ本体１０の基本的動作である画像選択と印刷中の並行動作の例を示すフ
ローチャートである。
【００７８】
アダプタ本体１０が起動されるとデジタルデータ処理部１４は画面表示プログラム１０３
により、表示ビデオモニター５０上に図９（ａ）に示すような処理モード選択画面１０１
を表示する。
【００７９】
使用者は処理モード選択画面１０１の案内に従って、操作パネル８０上のキー８５のアイ
コン［＜］或いは［＞］を押してデジタルカメラモードとビデオモードの一方を選択する
。選択結果がデジタルカメラモードの時にはステップＳ２へ、ビデオモニターの場合には
ステップＳ２１へ移行する（ステップＳ１）。
【００８０】
＜デジタルカメラモード＞
デジタルカメラモードが選択された場合は、アダプタ本体１０はデジタルカメラ４０の撮
影結果である画像データ全部をシリアルインターフェイスを介してメモリー１４２に取込
む（ステップＳ２）。取込んだ画像データには伸張処理が施され、８０×６０ピクセルの
画像データとしてそれぞれメモリー１４２に格納される。
【００８１】
ＣＰＵ１４１はＤＭＡ転送でメモリー１４２の画像データをデータ転送方向切換部１２を
介して表示処理部１５に転送し、表示処理部１５は画像データ（デジタルデータ）を変換
して画像表示プログラムにより図１０に示すような画像選択画面（インデックス画面）と
してビデオモニター上に表示し所望の画像を選択する。選択された画像はデジタルカメラ
から取込まれ、伸張処理を施されて６４０ピクセル×４８０ピクセルの画素密度の画像デ
ータとされ、データ転送方向切換部１２および表示処理部１５を介して画面一杯に表示さ
れる（ステップＳ３）。
【００８２】
ここで、印刷枚数や印刷サイズ等の条件を設定したり、デジタルカメラの設定条件を設定
したり変更することができる（ステップＳ４）。
【００８３】
印刷スイッチ８７が押されると、ＣＰＵ１４１は操作部１７からの印刷指示信号を受けて
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入出力制御部１３にその指示を伝え、印刷用データ処理モジュール１０６のプリンタドラ
イバを起動して画像データの色変換処理を実行する。
【００８４】
ＣＰＵ１４１は色変換処理が終了すると並列動作制御プログラム１０２を起動すると共に
、入出力制御部１３からの画像データ転送要求信号がある毎に色変換された印刷用画像デ
ータをバンド単位でパラレルインターフェイスを介してメモリー１４２からプリンタ６０
に順次転送する。プリンタ６０は画像データを受け取って印刷動作を行ない、画像を設定
した大きさの記録紙上に印刷する（ステップＳ６）。
【００８５】
＜デジタルカメラモードで印刷中の並列動作＞
並列動作制御プログラム１０２は印刷中か否かを調べ、印刷中の場合には画面表示プログ
ラム１０３を用いて、図１０（ａ）の画像選択画面や図９（ｂ）の設定モード画面を表示
して、使用者がステップＳ３と同様の画像選択処理を行なったり（ステップＳ８）、条件
設定処理を行なうことを可能とする（ステップＳ９）。
【００８６】
並列動作制御プログラム１０２は並列動作中も一定の間隔で印刷動作状態を調べ（ステッ
プＳ１０）、印刷が終了している場合は現在の並列動作の終了をまってモード変更指示の
有無を調べ、モード変更指示のない場合にはステップＳ２にもどり、並列動作で選択した
画像の取込等を開始し、モード変更指示のある場合には処理選択プログラム１０４に制御
を渡して、ステップＳ２１のビデオモードに処理モードを切換える（ステップＳ１１）。
【００８７】
＜ビデオモード＞
ビデオモードに切換えられると、ＣＰＵ１４１は処理選択プログラム１０４により、入力
映像信号自動判定回路１９の判定結果を保存した信号フラグを調べ出力映像信号切換部１
６のスイッチ１６１，１６２をオン／オフ制御する。
【００８８】
入力映像信号自動判定回路１９の出力がＳビデオ信号の場合は表示処理部１５の合成回路
１５４で輝度信号とクロマ信号が合成され、コンポジット信号としてビデオモニター５０
に与えられ、入力映像信号自動判定回路１９の出力がコンポジット信号の場合はそのまま
ビデオモニター５０に与えられるので（図２（ｂ）および図３参照）、ビデオモニター５
０は映像（動画）を表示する（ステップＳ２１）。
【００８９】
使用者がビデオモニター５０の映像を視て、印刷したい映像があった場合は操作部８０の
メモリースイッチ８９を押すと、出力映像信号切換部１６のスイッチ１６１，１６２はオ
フとされ、映像信号処理部１１およびデータ転送方向切換部１２を介して映像データがメ
モリー１４２に取込まれ（ステップＳ２３）、取込まれた画像データはデータ転送方向切
換部１２を介して表示処理部１５にＤＭＡ転送され、ビデオモニター５０に静止画像とし
て表示される（ステップＳ２４）。
【００９０】
使用者が印刷サイズや印刷範囲等の条件設定を行なう場合は、図１０（ｄ）に示すような
設定画面を選択して、メニューを指定し、対応の処理プログラム１０５を動作させて条件
設定を行なう（ステップＳ２５）。
【００９１】
印刷スイッチ８７が押された場合には、ＣＰＵ１４１は操作部１７からの印刷指示信号を
受けて入出力制御部１３にその指示を伝え、印刷用データ処理モジュール１０６のプリン
タドライバを起動して画像データの色変換処理を実行する。
【００９２】
ＣＰＵ１４１は色変換処理が終了すると並列動作制御プログラム１０２を起動すると共に
、入出力制御部１３からの画像データ転送要求信号がある毎に色変換された印刷用画像デ
ータをバンド単位でパラレルインターフェイスを介してメモリー１４２からプリンタ６０

10

20

30

40

50

(13) JP 3735968 B2 2006.1.18



に順次転送する。プリンタ６０は画像データを受け取って印刷動作を行ない、画像を設定
した大きさの記録紙上に印刷する（ステップＳ２７）。
【００９３】
＜ビデオモードで印刷中の並列動作＞
並列動作制御プログラム１０２は印刷中か否かを調べ（ステップＳ２８）、印刷中の場合
には、入力映像信号自動判定回路１９の判定結果を保存した信号フラグを調べ出力映像信
号切換部１６のスイッチ１６１，１６２をオン／オフ制御する。
【００９４】
出力映像信号切換部１６の出力がＳビデオ信号の場合は表示処理部１５の合成回路１５４
で輝度信号とクロマ信号が合成され、コンポジット信号としてビデオモニター５０に与え
られ、入力映像信号自動判定回路１９の出力がコンポジット信号の場合はそのままビデオ
モニター５０に与えられるので、ビデオモニター５０は映像（動画）を表示する（ステッ
プＳ２９）。これにより使用者は印刷中の空き時間にビデオ番組を視たり、印刷したい映
像を調べておくことができる。
【００９５】
並列動作制御プログラム１０２は並列動作中も一定の間隔で印刷動作状態を調べ（ステッ
プＳ３０）、印刷が終了している場合は現在の並列動作の終了をまって、モード変更指示
の有無を調べモード変更指示のない場合にはステップＳ２にもどり、並列動作で選択した
画像の取込等を開始し、モード変更指示のある場合には処理選択プログラム１０４に制御
を渡して、ステップＳ１のデジタルカメラモードに処理モードを切換える（ステップＳ３
１）。
【００９６】
以上本発明の一実施例について説明したが、本発明は上記実施例に限定されるものではな
く、例えば、本発明の主要部である映像信号処理部１１、データ転送方向切換部１２、入
出力制御部１３、デジタルデータ処理部１４、表示処理部１５、出力映像信号切換部１６
、操作部１７、入力映像信号自動判定回路１９や、シリアルインターフェイス、パラレル
インターフェイス等を設けた基板をビデオ機器，プリンタ，ファクシミリ装置或いはデジ
タルカメラに組込んだりしてもよく、その他種々の変形実施が可能であることはいうまで
もない。
【００９７】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、Ａ／Ｄ変換が１回ですむので信号変換による画質の
劣化が生じず、デジタル処理のため安定的である。また、データ転送方向切換部により映
像系からメモリーへのデータの取込やメモリーから表示系へのデータ転送ができ制御が簡
単である。また、電源オンで起動し、使用者はモニター画面に表示される案内メニューに
従って選択或いは設定ができるので操作が簡単で起動に時間がかからないい。また操作が
簡単なため特別な知識を要することなく、一般家庭でビデオ機器からの映像のカラープリ
ントやデジタルカメラで撮影した撮影結果を簡単にプリンタで印刷でき、更に、印刷中の
空き時間にビデオ番組を視たり、次に印刷する映像や画像を選択したり、条件設定をする
ことができるので、カラー印刷時の待ち時間を有効に使える。
【００９８】
また、ビデオ機器等に接続したままで用いることができるので一般家庭の使用者に接続等
に対する余分な負担をかけない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のダイレクトプリントアダプタの構成例を示すブロック図である。
【図２】出力映像信号切換回路の一実施例の構成を示すブロック図である。
【図３】表示処理部の構成例を示すブロック図である。
【図４】入力映像信号自動判定回路の一実施例の構成を示すブロック図である。
【図５】デジタルデータ処理部の構成例を示すブロック図である。
【図６】データ処理モジュールの説明図である。
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【図７】ダイレクトプリントアダプタの基本的動作である画像選択と印刷中の並行動作の
例を示すフローチャートである。
【図８】操作パネルの一実施例を示す図である。
【図９】モード選択画面、デジタルカメラモード処理選択画面およびビデオモード処理選
択画面の一実施例を示す図である。
【図１０】画像設定画面、条件設定画面および警告画面の一実施例を示す図である。
【符号の説明】
１０　アダプタ本体（ダイレクトプリントアダプタ）
１１　映像信号処理部
１２　データ転送方向切換部
１３　入出力制御部
１４　デジタルデータ処理部
１５　表示処理部
１６　出力映像信号切換部
１７　操作部
１９　入力映像信号自動判定回路
９０　操作パネル
１００　データ処理モジュール
１０１　制御プログラム
１０２　並行動作制御プログラム
１０３　画面表示プログラム
１０４　処理選択プログラム
１０５　処理プログラム
１０６　印刷用データ変換モジュール
１４１　ＣＰＵ
１４２　メモリー
１４３　ＰＲＯＭ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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